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令
和
七
年
四
月
七
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
七
、六
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一
七
三

山
梨
県
公
報

第
五
百
五
十
二
号

令
和
七
年

四
月
七
日

月　曜　日

目

次

告

示

○
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
認
可	

一
七
三

公

告

○
公
共
測
量
の
終
了
（
六
件
）	

一
七
三

選
挙
管
理
委
員
会

○
政
治
活
動
の
た
め
に
寄
附
を
受
け
又
は
支
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
団
体	

一
七
四

教
育
委
員
会

○
博
物
館
の
登
録
（
二
件
）	

一
七
五

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
百
二
十
二
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
四
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸 

太 
郎

一
　
施
行
者
の
名
称
　
南
ア
ル
プ
ス
市

二
　
都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称
　
南
ア
ル
プ
ス
都
市
計
画
下
水
道
事
業
南
ア
ル
プ
ス
市
公
共
下

水
道

三
　
事
業
施
行
期
間
　
昭
和
六
十
二
年
二
月
十
六
日
か
ら
令
和
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四
　
事
業
地

1
　
収
用
の
部
分
　
昭
和
六
十
二
年
山
梨
県
告
示
第
五
十
四
号
、
平
成
元
年
山
梨
県
告
示
第
三
十
三

号
、
平
成
元
年
山
梨
県
告
示
第
三
十
四
号
、
平
成
三
年
山
梨
県
告
示
第
八
十
三
号
、
平
成
三
年
山

梨
県
告
示
第
八
十
四
号
、
平
成
四
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
二
十
七
号
、
平
成
四
年
山
梨
県
告
示
第

四
百
七
十
一
号
、
平
成
六
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
十
四
号
、
平
成
六
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
十
五

号
、
平
成
七
年
山
梨
県
告
示
第
三
百
八
号
、
平
成
七
年
山
梨
県
告
示
第
三
百
九
十
二
号
、
平
成
八

年
山
梨
県
告
示
第
百
号
、
平
成
八
年
山
梨
県
告
示
第
四
百
二
十
八
号
、
平
成
九
年
山
梨
県
告
示
第

三
百
八
十
九
号
、
平
成
十
年
山
梨
県
告
示
第
三
十
四
号
、
平
成
十
年
山
梨
県
告
示
第
三
十
五
号
、

平
成
十
年
山
梨
県
告
示
第
三
十
六
号
、
平
成
十
年
山
梨
県
告
示
第
三
十
七
号
、
平
成
十
二
年
山
梨

県
告
示
第
十
四
号
、
平
成
十
二
年
山
梨
県
告
示
第
五
百
四
十
四
号
、
平
成
十
三
年
山
梨
県
告
示
第

五
百
三
号
、
平
成
十
四
年
山
梨
県
告
示
第
五
百
十
二
号
、
平
成
十
五
年
山
梨
県
告
示
第
八
十
九

号
、
平
成
十
五
年
山
梨
県
告
示
第
百
六
号
、
平
成
十
五
年
山
梨
県
告
示
第
百
七
号
、
平
成
十
五
年

山
梨
県
告
示
第
百
四
十
三
号
、
平
成
二
十
年
山
梨
県
告
示
第
百
六
十
三
号
、
平
成
二
十
七
年
山
梨

県
告
示
第
百
十
六
号
、
令
和
二
年
山
梨
県
告
示
第
百
十
三
号
、
令
和
二
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
四

十
三
号
及
び
令
和
五
年
山
梨
県
告
示
第
百
二
十
三
号
の
事
業
地
に
、
南
ア
ル
プ
ス
市
大
字
下
今
井

字
坡
下
並
び
に
大
字
鏡
中
條
字
上
河
原
の
各
一
部
を
加
え
、
南
ア
ル
プ
ス
市
大
字
宮
沢
字
南
宮
沢

の
全
部
を
変
更
し
、
南
ア
ル
プ
ス
市
大
字
荊
沢
字
東
裏
、
大
字
宮
沢
字
西
宮
沢
及
び
字
東
宮
沢
並

び
に
大
字
戸
田
字
中
戸
田
、
字
下
戸
田
及
び
字
南
戸
田
の
各
地
内
に
お
い
て
各
一
部
の
事
業
地
を

変
更
す
る
。

2
　
使
用
の
部
分
　
な
し

公
　
　
　
告

◉
　
公
共
測
量
の
終
了

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
山
梨
県
峡
東
農
務
事
務
所
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
の
実
施
を
終
わ
っ
た
旨

の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
公
示
す
る
。

令
和
七
年
四
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸 

太 

郎

一
　
測
量
の
種
類
　
公
共
測
量
（
3
級
基
準
点
網
図
）
地
図
情
報
レ
ベ
ル
2
5
0

二
　
測
量
の
地
域
　
山
梨
県
山
梨
市
の
一
部

三
　
測
量
の
期
間
　
令
和
六
年
十
月
十
八
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
十
三
日
ま
で

◉
　
公
共
測
量
の
終
了

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
山
梨
県
峡
東
農
務
事
務
所
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
の
実
施
を
終
わ
っ
た
旨

の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
公
示
す
る
。

令
和
七
年
四
月
七
日



山
梨
県
公
報
　
　
第
五
百
五
十
二
号
　
　
令
和
七
年
四
月
七
日

一
七
四

二
　
測
量
の
地
域
　
山
梨
県
北
杜
市
武
川
町

三
　
測
量
の
期
間
　
令
和
六
年
五
月
七
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
二
十
五
日
ま
で

◉
　
公
共
測
量
の
終
了

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
山
梨
県
峡
東
農
務
事
務
所
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
の
実
施
を
終
わ
っ
た
旨

の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
公
示
す
る
。

令
和
七
年
四
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸 

太 

郎

一
　
測
量
の
種
類
　
公
共
測
量
（
1
級
G
N
S
S
（
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
法
）
）
地
図
情
報
レ
ベ
ル
5
0
0

　
3
級
基
準
点
網
図

二
　
測
量
の
地
域
　
山
梨
県
山
梨
市
の
一
部

三
　
測
量
の
期
間
　
令
和
六
年
十
月
二
十
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
二
十
五
日
ま
で

選
挙
管
理
委
員
会

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
九
号

次
の
政
治
団
体
は
、
政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
令
和
七
年
四
月
一
日
以
後
、
政
治
活
動
（
選
挙
運
動
を
含
む
。
）
の
た
め
に
寄
附
を

受
け
又
は
支
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
団
体
と
な
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告

示
す
る
。

令
和
七
年
四
月
七
日

山
梨
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
　
員
　
長
　
　
秋
　
　
山
　
　
　
　
　
洋

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸 

太 

郎

一
　
測
量
の
種
類
　
公
共
測
量
（
3
級
基
準
点
網
図
）
地
図
情
報
レ
ベ
ル
2
5
0

二
　
測
量
の
地
域
　
山
梨
県
山
梨
市
の
一
部

三
　
測
量
の
期
間
　
令
和
六
年
十
月
二
十
九
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
十
三
日
ま
で

◉
　
公
共
測
量
の
終
了

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
山
梨
県
峡
東
農
務
事
務
所
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
の
実
施
を
終
わ
っ
た
旨

の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
公
示
す
る
。

令
和
七
年
四
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸 

太 

郎

一
　
測
量
の
種
類
　
公
共
測
量
（
3
級
基
準
点
網
図
）
地
図
情
報
レ
ベ
ル
2
5
0

二
　
測
量
の
地
域
　
山
梨
県
山
梨
市
の
一
部

三
　
測
量
の
期
間
　
令
和
六
年
十
月
二
十
二
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
十
三
日
ま
で

◉
　
公
共
測
量
の
終
了

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
山
梨
県
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
の
実
施
を
終
わ
っ
た
旨
の
通
知
を
受
け
た

の
で
、
同
法
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
七
年
四
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸 

太 

郎

一
　
測
量
の
種
類
　
公
共
測
量
（
1
級
水
準
測
量
）

二
　
測
量
の
地
域
　
山
梨
県
甲
府
市
、
甲
斐
市
、
笛
吹
市
、
中
央
市
及
び
中
巨
摩
郡
昭
和
町

三
　
測
量
の
期
間
　
令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
十
九
日
ま
で

◉
　
公
共
測
量
の
終
了

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
山
梨
県
中
北
農
務
事
務
所
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
の
実
施
を
終
わ
っ
た
旨

の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
公
示
す
る
。

令
和
七
年
四
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸 

太 

郎

一
　
測
量
の
種
類
　
公
共
測
量
（
3
級
基
準
点
測
量
、
4
級
基
準
点
測
量
）



山
梨
県
公
報
　
　
第
五
百
五
十
二
号
　
　
令
和
七
年
四
月
七
日

一
七
五

山
梨
県
教
育
委
員
会

教 

育 

長
　
　
荻
　
　
野
　
　
智
　
　
夫

一
　
登
録
年
月
日

令
和
七
年
三
月
二
十
八
日

二
　
記
号
番
号

梨
博
第
三
号

三
　
設
置
者
の
名
称
及
び
住
所

公
益
財
団
法
人
武
田
信
玄
公
宝
物
保
存
会

甲
州
市
塩
山
小
屋
敷
二
二
八
〇

四
　
名
称

信
玄
公
宝
物
館

五
　
所
在
地

甲
州
市
塩
山
小
屋
敷
二
二
八
〇

政
治
資
金
規
正
法
第
十
七
条
第
二
項
適
用
団
体

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

紳
友
会

大

谷

和

正

大

谷

和

正

南
巨
摩
郡
富
士
川
町
舂
米
六
七
二

政
治
結
社
聖
勝
議
塾

村

野

啓

介

堀

内

優

貴

都
留
市
田
原
三

－

九

－

七

ハ
ッ
ピ
ー
ア
ゲ
イ
ン
大
月
の
会

星

野

善

忠

鈴

木

有

一

大
月
市
大
月
町
花
咲
一
九
三

れ
い
明
の
会

斉

藤

 

直

斉
藤
タ
キ
コ

南
巨
摩
郡
富
士
川
町
長
澤
一
〇
六

教
育
委
員
会

山
梨
県
教
育
委
員
会
教
育
長
告
示
第
一
号

博
物
館
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
八
十
五
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
博

物
館
を
登
録
し
た
の
で
、
博
物
館
の
登
録
に
関
す
る
規
則
（
令
和
三
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
一

号
）
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

令
和
七
年
四
月
七
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

教 

育 

長
　
　
荻
　
　
野
　
　
智
　
　
夫

一
　
登
録
年
月
日

令
和
七
年
三
月
二
十
八
日

二
　
記
号
番
号

梨
博
第
十
一
号

三
　
設
置
者
の
名
称

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
組
合

四
　
名
称

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

五
　
所
在
地

笛
吹
市
一
宮
町
千
米
寺
七
六
四

山
梨
県
教
育
委
員
会
教
育
長
告
示
第
二
号

博
物
館
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
八
十
五
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
博

物
館
を
登
録
し
た
の
で
、
博
物
館
の
登
録
に
関
す
る
規
則
（
令
和
三
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
一

号
）
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

令
和
七
年
四
月
七
日
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